
             令和５年度   学校評価報告書                       【国立市立国立第一小学校】 

 

学校教育 

目標 
中期的 

目標 

短期的 

目標 
評 価 指 標 

達成状況 

評価 分析・改善策 学校関係者評価 中間 

評価 

最終 

評価 

自
分
で
考
え
す
す
ん
で
活
動
す
る
子 

基
礎
・
基
本
と
な
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な
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主
体
的
に
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組
む
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を
育
て
る
。 

教師の学習

指導力を高

めることを通

して児童の

学びへの意

欲を高めると

ともに、基礎

・基本の定

着を図る。 

（研推） 

 

・教員アンケートにおける年度当初（５月）と年度

末（１２月）の肯定的評価上昇 

・児童アンケート（国語・特活・道徳）における年度

当初（５月）と年度末（12月）の肯定的評価上昇 

・保護者アンケートにおける「分かる授業」「楽しい

・意欲的に取り組める授業」の肯定的評価80％

以上 

 

B B 

・教員アンケート２項目中、１項目肯定的評価上昇 

・児童アンケートにおいて肯定的評価上昇はなら

なかったが、肯定的な回答の割合が高い。 

・保護者アンケート「分かる授業」「楽しい・意欲的

に取り組める授業」で６月・１２月ともに肯定的評

価８０％以上達成 

・校内研究における、日々の教材研究や発問の工夫、

主体的に学習に取り組ませるための手立てが有効で

あったと考える。その一方で「自分の考えの理由を話

していますか」の項目で否定的な回答をしている割合

が高いことを考えると、さらなる手立てを講じることが

必要である。 

・公開授業で、児童が１人１台端末を

使って上手に調べ学習をしていた。

また、その発表も上手にできていた。

それを伝えようとする姿勢が素晴らし

かった。 

・その他の教室の様子も落ち着いて

いて、素晴らしかった。 

・コロナ禍を経て、教員が新しい授業

について学んできた。児童の考えや

その理由を口に出してはいないかも

しれないが、端末を使って表現でき

ているのではと感じている。この社会

を生きていく力をつけていると思う。 

・教員アンケートにおける年度当初（５月）と年度

末（12月）の肯定的評価上昇 

・児童アンケート（国語・特活・道徳）における年度

当初（５月）と年度末（12月）の肯定的評価上昇 

・学力向上を図るための調査ポイントアップ 

 

 

 

B B 

・教員アンケート２項目中、２項目肯定的評価上昇 

・児童アンケートにおいて肯定的評価上昇はなら

なかったが、肯定的な回答の割合が高い。 

 

・校内研究の学び合いにおいて、教員の授業力を向上

させようとする意欲が高まっていると考える。この意欲

を持続させ、児童の学びへの意欲をさらに高め、基

礎・基本の定着を図っていく。 

開かれた学

校を目指し、

地域の教育

力を生かす

教育活動を

展開する。 

（教務） 

 

・アンケートの回収率 80％以上 

・保護者アンケートにおける４項目での肯定的評

価 80％以上維持 

・教員アンケートにおける「積極的に公開し、理解

と協力を得ている」の肯定的評価 80％以上の維

持 

 

 

 

B A 

・授業参観アンケート回収率32％（前期45％） 

・保護者アンケート４項目での肯定的評価 90％以

上達成 

・教員アンケート「積極的に公開し、理解と協力を

得ている」肯定的評価100％ 

 

・学習の形態や場所を学年ごとに工夫することで、児童

の生き生きとした姿を参観してもらうことができた。 

・学校通信、学年通信の配信を開始したことで、多くの

家庭に情報が行き渡るようになった。アンケートの配

信時、締切前、未回答の方へのお願いも積極的に行

ったことで、昨年度よりも回収率は高い水準で安定し

てきた。回答内容も概ね肯定的である。来年度に向け

て、「回収率80％」の指標自体を検討する。 

・30％の回収率はもう少し上げたい。

さらに催促を増やして、回答を訴え

ていく必要がある。「分からない」とい

う項目を増やしてはどうか。また、自

分が送信したか忘れてしまっている

こともあるので、それが分かるとよい。 

・年度初めの保護者会等で「一緒に

考えていきましょう」「このように生か

していきます」という姿勢がさらに伝

わるようにするとよい。 

・緊急時の安否確認などの確実な返

信のためにも、保護者とのつながり

は保っていきたい。 

・地域が行事に参加し、150周年をや

り切ったという実感がある。 

・評価の分析の仕方を統一した方が

よい。 

・学校が何でもがんばるというよりは、

ここを重点的にという点を改善してい

くとよい。 

・全学年で年間１回以上の地域の題材や外部人

材を活用した授業の実施 

・保護者アンケートにおける「学校はＰＴＡ行事、地

域の活動に協力的である」の肯定的評価80％以

上 

・教員アンケートにおける「児童が地域のよさを実

感」の肯定的評価80％以上 

 

 

A A 

・全学年で地域題材・外部人材を活用した

授業を実施した。 

・保護者アンケートにおける「学校はＰＴＡ

行事、地域の活動に協力的である」の「よ

くあてはまる」の肯定的評価95％達成 

・教員アンケートにおける「児童が地域のよ

さを実感」の肯定的評価100％達成 

・通常授業だけでなく創立 150 周年記念行事でも、地

域人材・教材を多岐にわたって活用し、保護者にも公

開することができた。 

・児童が学校や地域の一員であることを実感できるよう

な活動を、「谷保プロジェクト」を中心に国立第一小学

校の伝統として引き継いでいく。 

  

学校教育目標 自分で考え すすんで活動する子   力を合わせて 高め合う子   思いきり体を動かし 元気な子 重点目標   自分で考え すすんで活動する子 



学校

教育 

目標 

中期的 

目標 

短期的 

目標 
評 価 指 標 

中間 

評価 

最終 

評価 評価 分析・改善策 学校関係者評価 

力
を
合
わ
せ
て
高
め
合
う
子 

自
己
肯
定
感
を
も
ち
、
友
達
と
互
い
に
磨
き
合
い
高
め
合
う
心
を
育
て
る
。 

人との関わり

を大切にし

た教育活動

を展開する。 

（特活） 

・児童のふりかえりにおける「にこにこ活動・クラブ

活動・委員会活動で他学年と交流することが楽

しい」の肯定的評価が多い。 

・教員アンケートにおける『にこにこ活動の充実』の

肯定的評価80％以上 

 

A A 

・にこにこ活動のふりかえり、クラブや委員

会の振り返りシートで肯定的な感想が非

常に多かった。 

・教員のアンケートでは、「にこにこ活動の

充実」の肯定的評価が 100％に達した。 

・上学年は友達と協力し、下学年を楽しませる充実感を

味わうことができている。下学年は上学年と関わる楽

しさを感じている。委員会やクラブ活動では、６年生

がリーダーシップを取ることができるよう事前指導して

いることや、教員による温かな声かけが効果を上げて

いる。 

 

・縦割り関係がよくできている。下

校時でも他学年で一緒に帰って

いる姿をよく見る。 

・クラブについてもホームページを

通して保護者に伝えられていて

よい。 

・校内に掲示してある委員会とクラ

ブのホワイトボードにより、他学年

や保護者に活動内容が周知で

きていてよい。 

・日常及び学校行事における学年交流を充実さ

せる。１学期１年生との「なかよくなろう集会」、２

学期２年生との「もっとなかよくなろう集会」を通し

て、互いの理解する姿やすすんで関わろうとする

姿がみられる。 

・教員アンケートにおける「特別支援学級との交流

等」の肯定的評価が90％以上 

 

 

A A 

・１・２年生と特別支援学級の交流は、年間

を通して計画的に行われている。その他

の学年においても、随時交流を行ってい

る。 

・教員アンケートでは、「特別支援学級との

交流等」の肯定的評価が 100％に達し

た。 

・行事（運動会・学習発表会・宿泊行事等）で

は、担任同士が連携し、児童の実態を考慮

した上で積極的に交流を行っている。計画・

実施・振り返りを行うことで、よりよい交流に

つながっている。良好な関係を築くことがで

きており、交流の幅を広げられるよう、保護

者の意向も踏まえ柔軟に対応している。 

互いの生命

、人格を尊

重した人権

教育を推進

し、豊かな人

間性を育む

。 

（生活） 

・学校公開での保護者アンケートにおける「道徳

教育について」並びに「本校の道徳教育につい

て」の肯定的評価80％以上 

・教員アンケートにおける「道徳授業の充実」の肯

定的評価80％以上 

・保護者アンケートにおけるいじめへの学校の対

応についての肯定的評価が85％以上 

 

 

B     A 

・道徳教育地区公開講座の保護者アンケ

ート肯定的評価いずれも 95%以上 

・教員アンケートにおける「道徳授業の充

実」の肯定的評価 100％ 

・保護者アンケート「事故やトラブル等に対

して誠意とスピード感をもって対応してい

る」肯定的評価は 97％。 

 

・児童同士のトラブルが起きた場合の素早い対応につ

いて、保護者から高い評価を得ることができた。管理

職や生活指導部のリーダーシップのもと、全教員が

初期対応や児童の様子を細やかに見取り、行動に移

すことができている。さらに、年３回いじめに関する研

修の中で、組織的対応の役割や手順について全教

員で共通認識を高めている。 

・遠目で見ていると、言葉遣いがやや

乱暴な児童を見掛ける。地域でも気

を付けて見守っていきたい。 

・登下校時、道で走ったり広がったりと

いうところを見て、危険に感じる。素

早く避けたり、小さい子に声を掛けた

りする高学年も見掛ける。保護者自

身のことも含めて、家庭に啓発をし

ていきたい。 

・下校時に声を掛けると、ほとんどの

子から気持ちのよい返事が返ってく

る。 

・学校の道徳教育がこれだけ進んで

いると、家庭教育との乖離が気にな

ってくる。 

・保護者アンケートにおける「あいさつ」、「きまりを

守る」、「言葉遣い」ともに肯定的評価80％以上 

 

 

 

B A 

・保護者アンケート「あいさつ」「きまり」「言

葉遣い」ともに肯定的評価８０％以上 

・生活目標で全校児童に意識をもたせると共に、日常

的なクラス指導や看護当番による指導が効果を上げ

ている。特に言葉遣いについては、学校の指導だけ

でなく家庭との連携をさらに深めていく。 

 

思
い
切
り
体
を
動
か
し
元
気
な
子 

自
己
の
最
善
を
尽
く
し
、
運
動
す
る
喜

び
を
味
わ
う
体
を
育
て
る
。 

健康でたくま

しい児童の

育成を図る

。 

（体育） 

・児童への食育に関するアンケートにおける、「食

に関する意識」、「生活習慣」での肯定的評価、

80％以上 

・教員アンケートにおける「給食に関する指導」の

肯定的評価80％以上 

 

B A 

・児童への食育に関するアンケートにおけ

る、「食に関する意識」、「生活習慣」での

肯定的評価 87％達成  

・教員アンケートにおける「給食に関する指

導」の肯定的評価100％ 

・各クラスに給食目標を掲示し、給食の時間に毎日放

送することで、児童に目標を意識させることができた。 

・廊下に食育関連のポスターを掲示したり、こんだてメ

モ（給食センター作成）を活用したりすることで、児童

の食に関する意識を高めることができた。 

 

・食育推進・給食ステーション見

学も参加したい。 

・体力向上の取組では、一律的な

ものではなく、それぞれの児童に

応じた目標を立てられるようにし

たい。 

・児童が自分から運動することを

楽しめるような取組を続けてほし

い。 

・ホームページの食育の部分も、さ

らに充実させてほしい。 

・体力テストの結果を都と比べ、全学年２項目以

上、上回る。 

・運動に対する意識調査の結果で肯定的意見の

児童数を学級の85％以上 

 

B A 

・体力テストの結果を都と比べ、全学年２項

目以上、上回っている。 

・前年度に比べ運動に対する肯定的意見

が3％増えていた。 

 

・体力向上旬間では、各学級や個人でめあてをたてる

ことで、児童がすすんで取り組む姿がみられた。 

・マラソンカードを活用することで、自分の取り組みが

視覚化され、目標を意識しながら取り組めていた。 

Ａよくあてはまる・達成率８０パーセント以上である。   Ｂややあてはまる・達成率６０パーセント以上である。   Ｃあまりあてはまらない・ 達成率は約６０パーセント未満である。 

 


